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震災で福島県内で避難生活をしている子どもの生活環境 
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福島県外への避難 



福島からの避難者の生活環境 
2012年～2013年 

みなし仮設住宅 

応急仮設住宅 

今なお、14万人を超える福島県民が避難生活を余儀なくされている現状である。 
そのうち子ども（18歳未満）の避難者数は、福島県内13,332人、福島県外15,816
人、計29,148人となっている。（平成25年4月1日現在） 

福島県外への避難 

※2012年（震災から2年目）は、もともと復興のステージの中では、踊り場となる時期

（変化があまりなく、避難生活が続くとの意味）であったが、福島の場合は、帰還の見
通しの無さ、避難区域再編の遅れ、復興住宅の見通しもほとんど立たない、除染の遅
れなどで、2013年度も同じ状況が続いている。 



うつくしまふくしま 

子ども未来応援プロジェクト 



プロジェクト起案の背景 

度重なる
避難生活 

転校 
交友関係
の断絶 

家庭環境
の変化 

親の失業 
同居家族
の分断 

環境への適応を
余儀なくされる 

子どもの 
不安定化 

悲しみや心の痛みの 
表現が困難 

⇒ストレスの増加 



 

   
  

子どもを持つ世帯の孤立の防止 

 

• 同じ地域の仮設住宅でも，学校や元々の地域が異なるなど，お互いに相
手のことをよく知らないため，関わる機会があまりなかった。 

• 子どもたちの親も，年配の方が多い昼間のイベントになかなか参加できて
いなかった。 

 

子どもを支えていく力を取り戻す 

• 子どもたちを支援しながら，地域の人や保護者がもう一度子どもたちを支
えていく力を取り戻すことができるよう，仮設住宅の集会所に訪問する形
で支援を始めた。 

仮設住宅における子ども支援活動の目的 



支援の展開 

• 県北地域 
 
 
 
 

• 県中地域 
借上げ住宅向けイベントサービスの開始 

2011年11月～ 仮設住宅での学習支援の開始 

2011年12月～ 保護者会の実施、連携強化 

2012年4月～ 



県北地域の活動 
小中学生対象の「放課後学習支援」 

• 浪江町の児童・生徒 
• 県北地域の仮設3か所で開催中

(福島2ヶ所、二本松1ヶ所） 
• 平日、毎週各２回実施中 

浪江町 



保護者会・レクリエーション 

• 保護者会を開催 
• 子ども会の設立 

• レクリエーションを開催 
スパリゾートハワイアンズ 
  東北サファリパーク 
     キャンドルナイト 



県中地域の活動 
小中学生向けの体験学習 
「こども広場」 

• 富岡町、川内村の児童・生徒 
• 県中地域の仮設4か所で開催 
  郡山2ヶ所、 
  三春2ヶ所（三春の里・・・県北と合同） 
• 「こども広場」 
  -料理や工作などの体験、 
   仮設の大人と交流、地域教育 

川内村 

富岡町 



支援に入った当初の様子 

•大きな声を出して走り回る。 
•ちょっとした事ですぐに癇癪を起こす。 
•自分よりも小さな子や，力の劣る子に「バカ」「しんしょう 
 (※身体障害者を意味していると思われる)」等の暴言をはく。 
•学生や大人に対し，わざと怒らせるような言動を取る。 
•津波ごっこ，地震ごっこ等，災害時の状況を再現した遊びをする。 
•時間になってもなかなか帰りたがらない，学生から離れたがらない。 
•「家に」帰るよう促すと，一瞬何とも言えない表情になる。 

…など 



支援をしていく中での子どもたちの変化 

走り回って落ち着かなかった子どもたちが，工作の作業に集中で 
 きるようになったり，学生ボランティアの話を聞くようになってきた。 
学生との信頼関係ができてきた。 
学生と子どもが皆一緒になって行動する機会が増えた。 
 （例：かまくら作りなど） 
癇癪を起してもすぐに治まるようになってきた。 
学習をしている中で，わからなかったところがわかることで， 
 とてもいい表情をしている子どもが増えてきた。 
子どもたち同士のつながりができた。（違う学校に通っている 
 友達もできた） 



支援の中で寄せられた声 

子どもたちが元気に遊んでいる姿を見て，大人がとても安心した。（保護者） 
違う学校の子どもたちが仲良くなれた。（保護者） 
遊びも大事だけど，もっと勉強もさせてほしい。中学生は特に。（保護者） 
親としても自分たちで声を上げていかなければいけないと思った。（保護者） 
大学生と遊べて楽しい。（小学3年生） 
勉強でわからないところを教えてもらえてよかった。宿題ができた。（小学2年生） 
来てくれてうれしい。また来てほしい。もっと遊びたい！（各仮設住宅の小学生） 
仮設住宅内における子どもたちの居場所，見守りが必要。 
土曜日の活動に参加する子が小学生が多かった。 
狭い仮設住宅の中で，家族との距離がかなり近い状態にあり，親の不安や過干渉など  
 の影響を受けやすくなっている。 
→夜遅くなっても家に帰らない子どもたちが何人かいた。 
学習する場を設けてほしい（特に中学生）。 
学習の支援の中で，子どもたちの見守りを一緒にしていってもらいたい。 

 
 



放課後学習支援，夏期学習支援（県北） 

・安達運動場仮設住宅（二本松市） 

  毎週火，木曜日：17:00～20:00 

・しのぶ台仮設住宅（福島市） 

  毎週水，金曜日：16:30～20:00 

・佐原仮設住宅（福島市） 

  毎週水，金曜日：17:00～20:00 

・夏期学習支援：7／22(月)～8／5（月） 

  各仮設住宅４回実施 

平成25年度支援実績（平成25年4月1日～8月31日） 



平成25年度支援実績（平成25年4月1日～8月31日） 

  放課後学習支援，夏期学習支援（県北） 

 
安達 しのぶ台 佐原 合計 

出席率 84% 68% 66% 73% 

延べ参加者 463 399 288 1150 

実施回数 27 27 27 81 

夏期中 安達 しのぶ台 佐原 計 

出席率 53% 50% 33% 45% 

延べ参加者 46 40 21 107 

実施回数 4 4 4 12 



放課後学習支援，夏期学習支援（県中） 

・おたがいさまこどもひろば（富田仮設） 郡山市 

  毎週金曜日：16:00～19:00 

・稲川原仮設住宅              郡山市 

  毎週火曜日：15:00～17:00 

・熊耳こどもひろば              三春町 

  隔週土曜日：9:30～11:30 

・三春の里学習支援             三春町 

  毎週土曜日：13:30～16:30 

平成25年度支援実績（平成25年4月1日～8月31日） 



こども広場、学習サポート実施表 

  おだがいさま 稲川原 熊耳 三春の里 合計 

申込者数 9 5 2 12 28 

実施回数 19 21 15 16 71 

延べ参加者数 102 67 21 128 318 

平均出席率 72% 49% 22% 82%   

※2013年4月から2013年8月まで 

こども広場、学習サポート実施表 

  おだがいさま 稲川原 熊耳 三春の里 合計 

申込者数 12 11 6 10 39 

実施回数 53 12 24 11 100 

延べ参加者数 201 93 85 78 457 

平均出席率       87%   

※2012年4月から2013年3月まで 

平成25年度支援実績（県中地域） 



 

• 避難先で再開できた学校、再開できないでいる学校、区域外就学の課題 

• 集団活動や部活動実施の困難さ、スクールバスでの長距離通学の負荷など 

 

 

 

• 従来の地域社会の機能や組織等が、避難によって崩壊、バラバラになる 

• 地域の中で子ども支援に関わっていたキーマンがその役割を果たせなくなる 

• 避難生活のストレス、家族の分断、親の失業、生活再建の見通しが持てない
など親そのものが  パワーレスになって、子どものことに十分関われない。 

 

 

• 乳幼児期の子どもへの支援 

• 中学卒業後の進学を断念したり、高校を中退した子の支援 

• 震災や避難生活等の影響も考えられる不登校の子への支援 

仮設住宅等で生活する子どもをとりまく課題 

震災の影響・長期化する避難生活という環境下だからこそ 
手厚さが求められる支援だが、その絶対量が不足している 

所属がない子ども達への支援策をどうするか 

     子どもを育てる環境としての地域の崩壊、 
家庭機能の脆弱化 



   

コミュニティ政策としての子育て・教育・福祉 

コミュニティを考える上で学校をどう位置付けるかは極めて重要 

一方で、学校だけでは担いきれない機能や施策をどのように 
カバーしていくか。 



コミュニティ政策としての子育て・教育・福祉 

コミュニティに求められる子育て支援拠点とは 

・単機能型施設ではなく、複合型で、子育てに関する課題を地域で包摂できるよう
な支援機能を持つことが望ましい。 



 



 



 



 



 



・本当の復興は、子どもがその地域で育ち、次世代へ
の地域の継承がなされるようになること 

しかしながら・・・ 

・除染が進み、放射線量が低減しない限り、子どもを元の町で
育てることは難しいと考える親や若い世代が多い。 

・復興への道筋をしっかりと示しながら、子どもを持つ親
世代や若い世代が希望を失わないような支援や、つな
がり、文化を保ち続けられるような支援も必要 

課題：「見通しが持てない」＝「あきらめ」にならないために 



復興に向けてのこれからの取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

大事にしたい視点 

・地域のリソース（ハードウェア・ソフトウェア）の有効活用 

・子育てや親支援、地域資源の活用などの視点を持った  

 子育て支援コーディネーターの設置・活用 

・子育てに関わる多様な主体の参画や意見の反映が担保されるような施策や 

 支援体制づくり 

 

 

 

 

町外コミュニティの施策 ： 帰還までのつなぎの政策・手当 

 

その中での子育てや教育に関しては、将来にとっての大事な種まき 

「こども」にとっても、「親」にとっても、地域の子育て環境の再生にとっても 

 

 

 


